




























兵、未足見彼伎倆。中土八旗称百萬 今皆不為用。其足仗者、李左諸老将所養義勇兵而巳（已） 。余不知是乱所底止」 。余曰、「然則中土為彼所臣虜、猶印度阿弗利加於英法乎」 。曰「中土文明夙開、世出英傑。萬非印度阿弗利加比。且法人亦知此事不可
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為。萬無至此之理」 。余曰、 「中土今日猶我邦廿年前。唯我邦国小、 乱亦小。中土国大、 故乱亦大」 。曰「然。中人自負衣冠文物、不復講自治自强之道。此亦何異慢蔵招盗、冶容誨淫
⑥乎」 。
【注】①「伊達姓〔寧裕〕 」伊達寧裕（一八六七～一九四五） 。登米伊達家（宮城県）第十四代。東京外国語学校で清国語を学び、明治十六年




意を謝した。伊達〔寧裕〕氏が来てくれ、その案内で張大常〔蔭桓〕のところを訪ねたが、不在だった 盛道臺の書状を託して帰った。公使が昼食をご馳走してくださり 談、函館の戦に及んだ。公使がおっしゃることには、 「奥羽の兵はなすすべがなくなり、防御を任せられる人材も見つかりませんでしたが、星〔恂太〕氏と二関〔源二〕氏は、いずれも統率者として任ずるに足る人でし 」 。熱海貞爾が病没 たことを私が言うと、暗然として言葉が出ない様子だっ しばらくして、 「共に生死を誓い合った人たちも、 今はもうおられません」とおっしゃり 次にこうおっしゃった。 フランスの陸軍兵士七十万のうち、今中国にいるのは、多くがアフリカの属地の兵士でして、これだけではフランス軍の技量は十分にはつかめません。一方、中国の八旗は百万と称していますが 皆役立たずばかり 、頼むに足るのは 李鴻章や左宗棠のような老将軍たちが養成した義勇兵だけです。現在の戦乱は終わり 見えないような気がいたします」 。私 こう言った。 「ならば、インドやアフリカがイギ
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氏を訪ねた。曲園氏の高弟で、 翰林編修である。夢薇氏 紹介状を出したら、 中に案内して会って れた。文章を書くのが速くたちまち十数枚の紙が積み上げられた。次に、顧聘耆氏を訪ねた。この人は文才 ないようで、筆の運びが滞りがちだった。　
宿舎に帰った後、公使の招きがあった。座に四人の客がいた。みな政府の高官である。その中の鄧姓の人〔承修〕に、楊惺
悟氏を知っているかと聞かれた。私は、惺悟氏が書いてくれた袁・李二氏への紹介状を見せた。紹介状の中で鉄香と称されているのが、鄧氏だった。手を取って、 「奇遇ですね」と言った。客の中に、汽車 利害につ て公使 尋ね 者が た 通訳が間に入り、問答が繰り返された。私の方にも顔を向け、見解を聞いてきた。私は筆で次のように書いて、答え 。 「欧米諸
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国は、 利を講ずるためなら、 何でもします。利がなく害のあるものだとしたら、 彼らは初めから汽車など見向きもしないでしょう」 。その人は何も言わなかった。政府の高官は海外交際の事務を総べているにもかかわ ず、これ の事がよく分かっていない。我が国も維新以前は、 長らく似たようなものだったから、 怪しむに足りない。鄧氏は去り際に、 私に明日来るようにと言ってくれた 天津滞在中、杏蓀氏は私が留園に遊んだと聞いて、 「奇なり」と言ったし、舜江氏も私が朱弢夫氏に会ったと聞いて、大層驚 た。今また偶然鄧氏に出会って このような奇遇が実現した。これまた「文章 神あり、交わり 道あり」というものである。惺悟氏 こう言っていた。 「鉄香氏は御史の役にあり、 権勢のある役人や身分の高い相手にも遠慮せず弾劾する。李中堂 目を止めて、鉄御史と呼ぶようになり、政府の中 和議に固執する者は みな罷免された」と 鉄香氏 先ごろ新たに御史から、外務に転じたところだった。原文
　



































を求めた。丁氏はこのことを覚えていて、迎えに出てきてくれた。 『天道溯源』を読んだかと聞かれたので、こう答えた。 「 『天道溯源』と『天路指南』は、我が国で翻刻しており、洋教を信ずる者はみな読んでいますよ」 。丁氏、 「イエスはアジアの人で
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すよ。なぜ洋教とおっしゃるのですか」 。私は笑って、こう答えた。 「アジアはこちらでは東洋と訳しています。洋教だけを西洋教と言ったりしましょうか」 。 丁氏も面白そうな顔をした。 丁氏は米国の牧師である。 各種の学術に渉る知識を持っているが、最も法律学に詳しい。中国に招 れ、同文館を開いて、洋書 訳し、欧米の書物を伝授している。実にマテオ・リッチ以来のことである。年齢を問うたところ、五十八歳で、中国に二十五年住んでいるということだった。　
馮申之〔芳緝〕氏と席瀚伯〔淦〕氏を訪ねたが、不在だった。鄧鉄香氏を訪ねると、歓迎して酒を出してくれ、いわく、 「フ
ランスが国境地帯を騒がしていますが、貴国が唇歯輔車の義を重んじ、中国と力を合わせてくだされば、フランスは四方 強敵を受けることになりますから、その凶暴なる気勢をくじくことができるのです」 私はこ 言った。 「それは私が二十年前に抱いていたのと同じ考えですが、私は世 中の大きな変化を経験した結果、互いに相手にないものを提供しあう貿易というものが、万国の道義であることを知りま 。酔って見ていた夢がようやく覚める、もしくは固い氷が春の陽気に おら てしだいに融けていくような感 でしたが、今振り返っても、二十年前 その ろどんな気持ちでいたのか、分からなくなってしまいました」 。これに続けて、私は欧米各国の大勢と、我が国が鎖国から一変して開国を行い、今 は中興 明治 実現 たことを説明 。すると、 鄧氏は顔色を変えて 「フランスは非道です 徹底的に懲らしめてやらないと けないのです」 と言ったが、私は経書や史書のいろいろな言葉を引き合いに出して、鄧氏の謬見を駁した えで、こ 言った。 「中国の士大夫は、 『春秋』において朝聘会同の義が重んじられ いたこと 理解しておられ せんね」 。鄧氏は発言に窮 ますます苦しげに呻吟した後、 こう言った。 「中国は衰えてしまいました。ひとたび戦って士気を奮い起こさない は どう も ら です。現在の事態は、外国の侮りに対する防御にとど らず、内憂の除去 もつながるのです そこで、私はまた議論の筋道を転じた。 「堀を深くし 高い城を築き、命を懸けて守り通す。これは うまでもなく 国の主が社稷に命をささげ 常に変わらぬ在り方を示す言葉です。今やフランスとの戦端が開かれ、十八省は危機に瀕 いますが、大義の存すると ろ絶対くじけぬ心構えで、弾丸が雨のように降り注ぐ中で精鋭を鍛えるの す。そして、ひとたび相手の勘所 押さえたら 曲直を
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弁じ、名分に基づいて和を講ずるのです。そうすれば、正々堂々の陣構えで東洋各国のために気を吐くことができるのです」 。すると、鉄香はようやく表情 やわらげ、気持ちが静まったようだった。この日の会合では終始、和戦の得失を論じ、他事には及ばなかった。この議論を通じて、私は次のようなことを思った。我が国は米国の要請を受けて以来、国じゅうの人々が奮起し、長州藩などは、長井雅楽に切腹させるまでして、藩内の意見を統一し、背水の陣を布いたも の、何度 っても負けてばかりだったこと ら、ようやく策が誤っていたことを悟り、藩の基本方針を一変した。これに引き換え、中国は大国であり、これまで三千年間、万国を夷と見なしてきたのだから、今 事態に至 のは当然のことである。ただ ひとたび大きな戦争の火ぶたが切って落とされ 多くの都市が敵に陥れられ、民草がぼろぼろになるまで痛めつけられてしまったら、果たして鉄香子 思い通り、精鋭を鍛え 相手の勘所を押さえることなどできるも だ うか。以上、記して他日の検証を待つ。原文
　
十八日〔三十日〕中島書記〔雄〕
①迎余其舎。明窓浄机、 左右図書、 適甚。徐大史来報〈訪〉 。余示和韻詩。大史改一二字。
極適切。酒間畳韻二首。毎句註本事。余屢観彭雪琴兪曲園諸人、毎句付註。此亦創体。余曰、 「昨見鄧鉄香、論和戦得失」 。大史沈思曰、 「鄧君当其局、如僕奉素其位之聖訓
②、不敢妄是非」 。余因謂学者所講何事。語孟二書、半論家国者。强寇在疆、禍









十八日〔三十日〕中島書記〔雄〕の招きで、 その宿舎を訪れた。明窓浄机、 左右には図書が並び、 非常に快適そうである。




用兵。我瞭敵情、敵矇我情。非中土之得者 過隆福寺 大厦兀然。扁曰天王殿。酒肆茶館、演劇雑戯 無一不有、与我浅草観音一般、而瀟洒不若 閙熱倍之 観一骨董店。文房器具 飾以金銀珠玉、一裁勝花②高尺餘、鏤玉為花卉、宛然如天成者。【注】①「李
































































































選抜された。②「韃靼」ここでは満州族を指す。③「沈徳潜」一六七三～一七六九。詩人として著名。④「靖難之軍」明の太祖の第四子燕王が、君側の奸臣を除き帝室の難を靖んずるという名目を掲げて、挙兵したことを言う。その結果、燕王は恵帝（建文帝）から帝位を奪い、 皇帝の位についた。 （一三九九～一四〇二年） 。永楽帝である。⑤「巴克斯」ハリー・パークス（一八二八～一八八五） 。英国人。
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いは皇族の屋敷だったのだろうか。一里ほどで円明宮跡に着いた。この宮殿は雍正帝が太子だった時に建てられたもので、歴代離宮とされたところだった。英仏二軍が侵入し、清軍が敗れ 、都の民百万 、いつでも逃げられる準備をしておかざるを得ないような状態だった。そ こ 恭親王は講和について協議しており、英使パークスを獄から出した。パークスは印度文を綴り、次の に告げた。 「皇帝は円明宮にいて、衛兵は孤軍である。この宮を燃やした後で、講和に応じ ことに よう」 。即日英・仏は兵を進めた。咸豊帝と太子・賓客たちは倉皇と て北に逃げ、宮殿には火が え広がるば りだっ という。円明園の門は西向きで、八旗の兵が見張りについ 。村民に金を渡し 案内をさせた。右折して廃墟のくぼ地を越え、潰えた垣の隙間から中に入った。巨木が林立し、荊棘が叢生している。宮門 目 入った。老女が門の番をしている。金 与 て鍵を開けさせると、 はかなりの奥行き あり 華麗な装飾の施された建物であったが 半分は傾き崩れ い 。前の池には蓮が並んで植わっており、回廊が周りを取り巻いている。妙遠・静嘉・澹存 三室、どれも水辺に建っている。太湖石を積み上げて築山が築かれている。地下通路の入り口は、美 木々で覆われ 披雲径と書か 碑があ た。側に八角形の亭あずまや
子
があり、そこからは四方の峰々が眺められる。幽邃の妙を極めた造りであるが、草に埋もれ、狐狸の遊ぶところとなって

















と言った。たいそう憤慨している。円明宮への道を問うと、 その男が、 「私が道案内しましょう」 と申し出た。半里ほど進むと、一つの村の入り口があっ 。男は黄色 旗を振り、 「盗人はここです」と言うと、どこかへ行ってしまった。中 覗いても一兵たり も見かけな 。そこで砲門をそちらに向けて、一発発砲した。すると、一人の老翁が村の出入り口 門を開けて出て来て、 村の者 ちを殺さないでくださいと命乞いをした。 兵について尋ねると、 こう答えた。 「まだおいでになっていないようです。円明宮の外の、人家の建 込んだ所でフランス軍と出くわしましたが 衛兵も見かけませんでした」 。 その村人に道案内させて、 馬場の埒まで行った。 垣根が崩れていた。 そこから中に入った。 赤いひもの付いた帽子 かぶった一人の老閹官が、 伏して我々の前に跪いた。尋ね み 、 円明宮 留守を守る者 、 こう答えた。 「皇帝陛下は十五日前、貴嬪十三 を連れて、北にお逃げになりました。昨日、急報が入 後、太子様も閹官三十名を こ 残して 大急ぎで北にお逃げになりました。その後すぐ、フランス兵が宮門を開けて乱 してきま 閹官 必死 抵抗しまし が 二人が殺され、 他は負傷し 逃げ しまいました」 さらに進ん 御殿に入った。閹官によれば、 「皇帝陛下 政務を執られた所です」とのことだった。御殿は壁に金銀を塗り、
檐ひさし
には鉄網を張って鳥を飼い、床には平滑な大理石を敷き、正面に双龍を彫った
御位が設けてあ 精妙な造りだった。階は三層になって て、中段は臣下が進拝する所である。左右に珍品奇器 積み上げ並べられていた。閹官が言うことには、 「朝廷で儀式が行われる日には、皇帝陛下が正面に御さ ました。大小の龍を織り込んだ黄衣を召され、冠には黄金や宝石 粧われ 金の鎖や真珠を垂らしておいででし 大臣と閹官 が、正服を着て両側に連なり並び、中庭には衛兵と楽隊が並びま た。進み謁する者のあ 時は 侍 名を呼び 楽官が楽 奏で 謁する者は頭を床まで垂れ 体を折り曲げて前に進み、頭にかぶった帽子を脱ぎ、花翎 恭しく捧げ持ちます。そし 、皇帝
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陛下がうなずかれたら、額を床に打ち付け、九拝して恭しく身を起こしますが、陛下の方を仰ぎ見てはなりません。やがて皇帝 玉音を発せられ 聖令を勅されたら 拝み跪き、詔書を受け取って退くのです」 。　
宮殿の背後には石山があり、大きな池に面していた。橋を架け、石を敷いた道を通してあった。宮殿のうちの一つには黄









（東京創元社、一九六七年） 。近藤春雄『中国学芸大事典』 （大修館書店、一九七八年） 。藤一也『黎明期の仙台キリスト教―傍系者の系譜―』 （キリスト教新聞社、 一九八五年） 。陳玉堂編著『中国近現代人物名号大辞典（全編増訂本） 』 （浙江古籍出版社、二〇〇五年） 。白井光太郎『樹木和名考』 （内田老鶴圃、一九三三年五月） 。吉川幸次郎著、興膳宏編『杜甫詩注』第五冊（岩波書店、二〇一六年） 。下定雅弘・松原朗編『杜甫全詩訳注㈠ （講談社学術文庫、二〇一六年） 。論文等
　
松岡俊裕「魯迅の祖父周福清攷㈥―その家系、生涯及び人物像について―」 （ 『東洋文化研究所紀要』第一二五冊、
一九九四年） 。小野修三「東京外国語学校の学生有志の演説・討論団体の記録―『有終記』のなかの明治十三年から十五年―」（ 『近代日本研究』第十四巻、一九九七年） 。孫安石「戦前の外務省の中国への留学生派遣について――明治、大正期を中心に」（大里浩秋・孫安石編『留学生派遣から見た近代日中関係史』 （御茶の水書房、二〇〇九年）所収） 。
　（しばた・きよつぐ
　
本学名誉教授）
　（はぎもり・まほろ
　
本学大学院修士課程二年）
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